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寄
せ
ら
れ
た
声
の
多
い
順
に
紹

介
し
ま
す
。

教
育
・
文
化
に
つ
い
て

59
件

「
図
書
館
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
て
」
「
学
習
講
座

な
ど
へ
参
加
す
る
際
、
託
児
制
度

を
設
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
、
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
の
意
見
で
す
。

「
駐
車
場
の
あ
る
総
合
体
育
館

を
建
設
し
て
」
「
25
メ
ー
ト
ル
・

50
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を
建
設
し

て
」
な
ど
、
体
育
施
設
の
建
設
に

関
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
体
育
館

で
飲
食
を
許
可
し
て
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。
濡
れ
た
床
面
が

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
施
設
の
安
全
管
理
の

た
め
、
体
育
館
の
外
の
決
め
ら
れ

た
場
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
・
交
通
に
つ
い
て

53
件
　

「
道
路
を
改
修
・
拡
幅
し
て
ほ

し
い
」
「
歩
道
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
」
「
水
路
・
側
溝
の
改
修

を
」
な
ど
で
す
。

皆
さ
ん
が
日
常
利
用
す
る
身
近

な
道
路
、
歩
道
な
ど
の
整
備
に
つ

い
て
の
要
望
で
す
。

声
が
届
く
と
、
ま
ず
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
危
険

性
や
緊
急
性
な
ど
を
全
市
的
に
判

断
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
対
応
し

て
い
ま
す
。

国
道
や
県
道
に
つ
い
て
は
、
管

理
者
の
国
土
交
通
省
福
山
河
川
国

道
事
務
所
や
尾
三
地
域
事
務
所
建

設
局
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
健
康
に
つ
い
て

40
件

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置

を
」
「
保
育
所
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
」
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
の
充
実
を
」
な
ど
で
す
。

子
育
て
支
援
の
環
境
づ
く
り
を

求
め
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
バ
ス
の
優
待
乗
車
証
」「
健
康

診
断
」
な
ど
に
つ
い
て
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。

都
市
問
題
に
つ

い
て

37
件

「
街
路
樹
の
植

樹
や
せ
ん
定
を

し
て
ほ
し
い
」

「
放
置
自
転
車

の

対

策

を

」

「
ア
ス
ベ
ス
ト

の
調
査
に
つ
い

て
」
な
ど
で
す
。

「
公
園
の
整
備

に
つ
い
て
」
と

い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
。
み
ん

な
が
使
う
公
園

で
す
か
ら
、
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル

を
守
っ
て
気
持

ち
よ
く
使
い
た

い
も
の
で
す
。

環
境
・
衛
生
に
つ
い
て

30
件

「
将
来
的
な
ご
み
対
策
を
」「
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
と
た
ば

こ
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定

を
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

環
境
問
題
に
対
す
る
市
民
意
識

の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

「
犬
や
鳩
の
ふ
ん
対
策
」「
野
焼

き
に
つ
い
て
」
な
ど
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

観
光
・
産
業
に
つ
い
て

25
件

「
桜
の
季
節
に
は
筆
影
山
の
交

通
渋
滞
対
策
を
」
「
映
画
館
を
誘

致
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
で
す
。

みなさんとともに
Public Relations Newsletter MIHARA 

市民の皆さんの意見や要望を「市民の声」として受け取り、市政に

反映させていくため、市政への私の提案・提言事業を行なっています。

意見や要望などを、はがきやファクス、ホームページのＥメールなど

で、お寄せください。

平成17年度の「市民の声」の内容をお知らせします。

平成17年度「市民の声」の集約結果 み
なさ
んとともに

み
なさ
んとともに

せ
ら
れ
た
「
市
民
の
声
」
は
、

３
５
２
件

昨
年
に
寄
せ
ら
れ
た
「
市
民
の

声
」
は
、
３
１
４
通
３
５
２
件
で

し
た
。

い
ず
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
貴
重
な
意
見
で
し
た
。

要
望
ど
お
り
実
施
で
き
る
も
の

や
、
残
念
な
が
ら
実
施
で
き
な
い

も
の
、
市
で
は
解
決
で
き
な
い
も

の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

手
段
に
つ
い
て
は
、
折
り
込
み

は
が
き
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｅ

メ
ー
ル
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
の
う

ち
、
記
名
・
連
絡
先
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
か
ら
、
電

話
や
文
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
、
あ
る
い

は
直
接
面
談
す
る
方
法
で
回
答
し

ま
し
た
。
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の
内
訳

皆
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活
気
の
あ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う

に
、
ま
た
多
く
の
人
に
三
原
を
訪

れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
り
ま
す
。

「
さ
つ
き
祭
り
の
開
催
時
期
」

「
や
っ
さ
祭
り
記
念
は
が
き
」
な

ど
に
つ
い
て
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

職
員
・
窓
口
に
つ
い
て

19
件

「
職
員
の
窓
口
応
対
に
つ
い
て
」

「
職
員
の
運
転
マ
ナ
ー
が
悪
い
」

な
ど
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
謙
虚
に
受

け
と
め
、
「
職
員
の
応
対
や
運
転

マ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
、
本
年
度
も

継
続
し
て
接
遇
研
修
や
職
場
研
修

を
行
い
、
改
善
に
努
め
ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全
に
つ
い
て

16
件

「
信
号
機
の
設
置
」「
道
路
標
識

の
設
置
」
「
国
道
２
号
の
渋
滞
対

策
を
」
な
ど
で
す
。

交
通
安
全
対
策
に
関
し
て
は
、

三
原
警
察
署
と
連
携
を
図
り
ま

す
。ま

た
「
防
犯
灯
の
設
置
を
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

15
件

「
合
併
後
の
電
話
番
号
市
外
局

番
の
統
一
を
」
「
町
内
会
に
つ
い

て
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

市
営
バ
ス
に
つ
い
て

11
件

「
バ
ス
停
に
雨
と
風
よ
け
を
設

置
し
て
ほ
し
い
」
「
バ
ス
の
便
数

と
時
間
帯
の
改
善
を
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

広
報
・
広
聴
に
つ
い
て

11
件

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
文
字
拡
大

機
能
に
つ
い
て
」
「
広
報
へ
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
掲
載
に
つ
い
て
」

な
ど
で
す
。

市
政
の
公
開
、
情
報
の
提
供
を

す
す
め
る
た
め
、
広
報
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他

36
件

「
納
税
通
知
書
な
ど
へ
の
口
座

番
号
非
表
示
に
つ
い
て
」
「
市
庁

舎
正
面
玄
関
の
障
害
者
用
ス
ロ
ー

プ
に
つ
い
て
」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
な
ど

の
声
は
、
上
の
表
の
流
れ
で
事
務

処
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長
が
確
認
し
た
後
、
担
当
課

で
調
査
・
検
討
し
、
実
現
可
能
な

も
の
で
、
市
民
の
生
命
・
安
全
に

か
か
わ
る
も
の
、
緊
急
度
の
高
い

も
の
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
声
を

ま
ち
づ
く
り
に
い
か
す
よ
う
に
努

め
ま
す
。

「
市
民
の
声
」
は
、
秘
書
広
報

課（
〒
723-
8601
港
町
三
丁
目
５
番
１

号
1
０
８
４
８
^7
６
０
０
７
5
０

８
４
８
^7
４
９
８
４

k
oh
o@

city.m
ih
ara.h

irosh
im
a.jp

）へ
。
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届いています！皆さんからの声
学区の小学校には放課後児童クラブがありま

せん。どうすれば設置してもらえますか。せ

めて、長い休みの間だけでも預けられるところがあ

ればよいのですが、教えてください。

対象児童10人以上の入会が見込まれる場合、
小学校などの余裕教室を改修して設置してい

ます。今後も順次計画的に増設していきますが、全

小学校への設置は困難と考えます。昨年度、三原小

学校内に開設し、今年度は久井、本郷小学校に開設

します。

「長期休業中の間だけでも」という要望については、

定員を割っているクラブへの入会は、学区外からで

も可能です。長期

休業中は参加者が

減少するクラブも

あり、受け入れ可

能になることもあ

ります。ただし、

クラブへの送迎

は、保護者の責任

でお願いします。

市
民
の
声�

秘
書
広
報
課�

④答えるとともに�

詳しく説明します�
担当課�

市
　
長�

③
指
示�

①�②�⑥�

⑤
報
告�

ま
ち
づ
く
り�

市民の声の流れ

小学校の児童の登下校の安全について、市民・

企業・学校・保護者が協力して、事件が起きる

前に対策を考え、行動してください。

幼児・児童・生徒の登下校中の安全確保は重

要課題の一つです。市・各学校・三原警察

署・市ＰＴＡ連合会などと連携を取りながら、次の

ように取り組んでいます。

学校では、全員に防犯ブザーを持たせ、一人では

帰らない、何かあったら大きな声を出す、防犯ブザ

ーをならす、子ども110番の家など近くの家に駆け
込む、などの指導を行なっています。

地域では、子ども110番の家の設置拡充と、ＰＴＡ・
地域住民による見守り活動などを行なっています。

教育委員会では、不審者が発生した場合、情報を

収集・整理し、各学校や関係機関への情報提供、対

応の指示・協力要請を行なっています。

また市としては、安全確保をより一層推進するた

めに、公用車で、

通学路のパトロー

ルを実施していま

す。

子どもたちの安

全確保のために、

関係機関が連携を

取りながら、一層

の充実を図ります。

声

答

声

答

▲三原小学校の児童クラブ

▲関係機関が一体となって子
どもたちの安全を守ります

Eメール


